
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日：

　
2023年10月30日

株式会社　福谷建設

2022年度 環境経営レポート

　（対象期間：2022年 10月～2023年 9月）
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１．環境経営システムを維持し、継続的に改善していきます。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３．二酸化炭素排出量の削減を推進します。
　　　　　　　（電力、ガソリン、軽油）

４．廃棄物の削減とリサイクルを推進します。

５．水使用量の削減を推進します。

６．環境に配慮した施工を推進します。

７．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　福谷　大輔

2020年7月1日

Ⅰ．ごあいさつ

　株式会社　福谷建設は、昭和54年の設立以来、土木工事業を通して地域社会の発展
に尽力してまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の
低減に努めることにより、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取
り組んでまいります。

環 境 経 営 方 針

　当社は、企業理念である“「一寸千貫」の思いで働こう”に基づいて、土木工事、
建築工事、造園工事の各事業分野において、地球環境の保全のために、環境負荷の一
層の低減を図るべく、全社一丸となって、自主的・積極的に環境への取組を推進しま
す。

2



Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社　福谷建設
代表取締役　福谷　大輔

（２） 所在地
本　　　社 〒675-1235　兵庫県加古川市平荘町小畑338-1
播磨事務所 〒675-0145　兵庫県加古郡播磨町宮西3丁目6-5

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先

責任者 総務部長　 樋口　謙二　　 TEL:079-428-3341

担当者 総務部  百木　真帆 FAX:079-428-2938

E-Mail：fuku5151@banban.ne.jp

（４） 事業内容

　　許可番号　兵庫県知事　許可（特- 4）第401592号　許可年月日　令和4年12月20日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限　 令和9年12月19日　

　　許可番号　兵庫県知事　許可（般-29）第401592号　許可年月日　令和4年12月20日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限　 令和9年12月19日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５） 事業の規模
設立

資本金 4千万円

売上高　　　　　

各事業所の規模 　

本社 播磨事務所 合計
23名 1名 24名

234㎡ 40㎡ 274㎡

772㎡ 75㎡ 847㎡

（６） 事業年度 10月～翌年9月

Ⅲ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 株式会社　福谷建設
対象事業所： 本社

播磨事務所

活動：

従業員　　　　　

延べ床面積　　　

敷地面積　　　

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業

水道施設工事業、解体工事業

造園工事業

昭和54年11月10日

15憶8百万円（2022年度実績）
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代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

総務部 ・自部門における環境経営システムの実施

工事部 ・自部門における環境経営方針の周知

播磨事務所 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

工事責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施

（現場代理人） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

 ・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・建設現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

建設現場

工事責任者

協力会社

役割・責任・権限

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

環境事務局

百木　真帆

総務部 工事部 播磨事務所

□環境経営システム組織

代表者 （本社）

福谷　大輔

環境管理責任者 

樋口　謙二
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位
2018年度
基準年度

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 366,364 290,320 196,901 224,535 217,059

ｋWh 23,174 21,407 22,421 34,117 71,619

L 37,072 26,701 29,128 26,634 24,964

L 105,608 85,156 46,820 58,200 52,183

L 60.0 611.0 418.0 479.0 237.0

kg 56,140 348,407 1,125,726 1,409,578 4,194,189

kg 実績不明 36.8 176.0 173.2 219.8

kg 56,140 348,370 1,125,550 1,409,405 4,193,970

㎥ 830.0 742.5 711.0 715.0 719.5

注.2019年度の一般廃棄物の実績は2020年7月～9月の実績
　 化学物質は使用していない

　水使用量

　軽油使用量

　灯油使用量

廃棄物排出量

　一般廃棄物

　産業廃棄物

項　目

二酸化炭素排出量

　電力使用量

　ガソリン使用量
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Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）-1中期目標

kg-CO2 366,215 364,384 362,553 360,722 358,891

対基準 △0.5% △1% △1.5% △2%

kWh 23,174 23,058 22,942 22,826 22,711

kg-CO2 7,739 7,700 7,662 7,623 7,584

対基準 △0.5% △1% △1.5% △2%

L 37,072 36,887 36,701 36,516 36,331

kg-CO2 86,007 85,577 85,147 84,717 84,287

対基準 △0.5% △1% △1.5% △2%

L 105,608 105,080 104,552 104,024 103,496

kg-CO2 272,469 271,106 269,744 268,382 267,019

対基準 △0.5% △1% △1.5% △2%

kg 実績不明 実績調査 176.0 174.2 173.4

対基準 実績調査 △1% △1.5%

kg 56,140 55,859 55,579 55,298 55,017

対基準 △0.5% △1% △1.5% △2%

％ 79 80 81 82 83

　の向上 対基準 ＋1% ＋2% ＋3% ＋4%

㎥ 830 826 822 818 813

対基準 △0.5% △1% △1.5% △2%
件 実績不明 実態調査 実態調査 11 11

対基準 11

（１)-2 中期目標

kg-CO2 366,215 357,059 355,228 353,397 351,566

対基準 2018年度基準 △2.5% △3% △3.5% △4%

kWh 23,174 22,595 22,479 22,363 22,247

kg-CO2 7,739 7,546 7,507 7,468 7,429

対基準 2018年度基準 △2.5% △3% △3.5% △4%

L 37,072 36,145 35,960 35,774 35,589

kg-CO2 86,007 83,857 83,427 82,997 82,567

対基準 2018年度基準 △2.5% △3% △3.5% △4%

L 105,608 102,968 102,440 101,912 101,384

kg-CO2 272,469 265,657 264,295 262,932 261,570

対基準 2018年度基準 △2.5% △3% △3.5% △4%

kg 220 219 218 217 216

対基準 2022年度基準 △0.5％ △1％ △1.5% △2%

kg 4,193 4,172 4,151 4,130 4,109

対基準 2022年度基準 △0.5% △1% △1.5% △2%

％ 79 84 85 86 87

　の向上 対基準 2018年度基準 ＋5% ＋6% ＋7% ＋8%

㎥ 830 809 805 801 797

対基準 2018年度基準 △2.5% △3% △3.5% △4%
件 11 11 11 11 11

対基準 2020年度基準

灯油は使用量がきわめて少ないため、削減活動は行うが、環境経営目標は設定しない。

Ⅳ.環境に配慮した
　施工の推進

注）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、関西電力（株）2018年度実績値の
    調整後係数 0.334kg-CO2/kWh を使用。

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　削減

建設リサイクル率

Ⅲ．水使用量

　　　削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

基準年度
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

Ⅲ．水使用量

　　　削減

Ⅳ.環境に配慮した
　施工の推進

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　削減

建設リサイクル率

2021年度 2022年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2018年度
基準年度

2019年度 2020年度
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（２）2022年度の実績

基準年度 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 366,215 358,891 216,468 166% 〇

対基準 △2% △40％

kWh 23,174 22,711 71,619 32% ×
kg-CO2 7,739 7,584 23,920

対基準 △2% ＋69

L 37,072 36,331 24,964 146% 〇
kg-CO2 86,007 84,287 57,916

対基準 △2% 32％

L 105,608 103,496 52,183 198% 〇

kg-CO2 272,469 267,019 134,632
対基準 △2% △50％

kg 176 173.4 219.8 79% ×

対基準 △1.5％ ＋24％
kg 56,140 55,017 4,193,970 ― ×

対基準 △2% ＋7,370％

％ 79 83 99.5 118% 〇

　の向上(注3） 対基準 ＋4％ ＋20.5％

㎥ 830 813 720 113% 〇

対基準 △2% △13％

件 11 11 12 全工事達成 〇

対基準 2020年度

注5) 官公庁元請工事現場において、産廃処分を多く含む現場を受注したことによ
り、自社で処理する産業廃棄物排出量が大幅に増えた。当面様子をみて、続
くようなら目標設定の基準年を変更する。

注2) 評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、
×：未達成（95％未満）

注3) 取組期間における建設リサイクル率の実績＝再資源化量1,388,685(kg）／産業廃
棄物排出量1,409,405(kg）

注4) 環境に配慮した施工とは、排出ガス対策型・低騒音・低振動型建設機械の使用を
いう。

　　削減

Ⅳ.環境に配慮した
    施工の推進(注4）

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100％、増加を目指す
場合は、達成度＝実績÷目標×100％

Ⅱ．廃棄物削減

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　削減

建設リサイクル率

Ⅲ．水使用量

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2018年度 2022年度の実績
（2022年10月～2023年9月）
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（目標達成）

◎

（目標未達成）

〇

◎ 使用は、例年通り節電を継続できた。

◎ 引続き左記取組を継続する。

（目標達成）

〇

◎ 引続き左記取組を継続する。

◎

（目標達成）

◎ 点検済の重機使用は徹底している。

◎ 引続き左記取組を継続する。

〇

◎ 古い書類の整理などで、排出量は増えてしまうが、

〇 必ず可能な限りの分別を行い、資源とする。

◎ 引続き左記取組を継続する。

◎

〇 道路改良工事が多く、排出量増加はやむを得ないが、

〇 適正に管理した。

◎ 左記取組を継続する。

〇

〇

〇

〇

（目標達成）

◎

◎ 引続き左記取組を継続する。

◎

◎

引続き、全件達成を継続する。

・官公庁発注の工事において 各現場で、適正に届出をし、環境に配慮した建設機械
特記仕様書記載の環境対策を実行 の使用ができた。
（排ガス対策型・低騒音・低振動型建設機械の使用等）

・清掃時・手洗い時の節水

環境に配慮した施工の推進 （目標達成）

・資材の計画的使用 引続き左記取組を継続する。

水使用量の削減

・節水の周知徹底 節水促進の掲示を変更し、意識を継続できた。

・節水シールの貼付、ポスター掲示

・計画的施工・仮設資材有効利用

建設リサイクル率の向上 （目標達成）

・分別によるリサイクル推進 リサイクル推進に努めた。

・仮設資材の再利用の推進 仮設材の再利用も意識的に行った。

・軽量

産業廃棄物の削減 （目標未達成）

・適正な保管管理

・適正なﾏﾆﾌｪｽﾄ運用

・適正な委託契約

一般廃棄物の削減 （目標未達成）

・分別によるﾘｻｲｸﾙの推進

・ミスコピーの防止

・裏紙の使用

軽油使用量の削減

・重機の空ふかしの禁止

・アイドリングストップ

・空気圧、オイル等の点検

ガソリン使用量の削減

・移動ｺｰｽの効率化 燃費も安定して来ている。

・アイドリングストップ

・空気圧、オイル等の点検

・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

現場の工程上使用量は増えてしまったが、本社の電気

・大型扇風機の設置

・不要照明の消灯

取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画

二酸化炭素排出量の削減

（下記の通り） （下記の通り）

電力使用量の削減
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

-

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情、関係当局より違反等の指摘も過去３年間

ありませんでした。

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

項目 見直し要否

環境経営方針 否

環境経営目標 要

環境経営計画 否

実施体制 否

その他 否

代表取締役　　福谷　大輔

―

一部基準年度を2022年度に変更する

―

―

―

2023年10月30日

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

全体的に環境への取組意識は継続されており、できる限り無駄をなくし、削減に取り組めていると評
価はできると思います。工事の規模、内容によってはやむを得ず廃棄物排出量やエネルギー使用が増
えてしまうが、引き続き適正な分別等を徹底していきます。ひとまず環境経営目標の、Ⅱ1）一般廃
棄物の削減と　2）産業廃棄物の削減の基準値を2022年度に変更し、様子をみることにします。清掃
や、ICT施工の実施など、積極的な活動もしていきたいと思います。

見直し内容

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の点検と記録・同保存（3年）、漏洩防止、廃棄
時の適切な処理

浄化槽法 浄化槽の保守点検、清掃、水質定期検査の実施

消防法 消火器の点検

振動規制法
加古川市公害防止条例

特定建設作業の届出、規制基準の遵守

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

低騒音・低振動型建設機
械の規程

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

大気汚染防止法 特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守

騒音規制法
加古川市公害防止条例

特定建設作業の届出、規制基準の遵守

廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェ
ストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

建設リサイクル法 建築物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

建設業の再生資源利用省
令

再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

適用される法規制 遵守する事項
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Ⅸ.環境への取組の紹介

＜エコアクション掲示板＞

＜ごみの分別＞ ＜エコアクション掲示板＞

＜清掃活動＞ ＜消火訓練＞

●● ●
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